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その地域で
何が問題でなぜその事業をしたのか
福島県双葉郡大熊町では、町民帰還が少ない状況のなか

で、森林林業や農業の再開、産業の維持継続、企業誘致、

雇用創出、少子高齢化への対応などが将来のまちづくり

における課題とされている。こうした現状と課題を着実

に克服するため「再生可能エネルギー有効活用」を実現

させるインフラ、システム構築／事業化を位置付け、対

外的に発信することで大熊町の着実な再建・復興に寄与

する対策、環境整備を進める必要があるため、本事業を

行った。

どんな事業をしたのか

環境再生事業との連携を図りながら、脱炭

素の視点を加え、地域の実態に照らした今

後の地域復興の絵姿（「脱炭素」×「復興

まちづくり」計画）を描くことを目的とし

て、①営農再開決策として、①営農再開を

促すソーラーシェアリング事業、②バイオ

マ熱供給・発電事業、③再生可能エネル

ギーのエコシステム型ネットワーク構築

を実施。

背景（現状）を受けどのような
成果が得られたのか

事業性の分析や導入計画とりまとめ及び二酸化
炭素排出削減効果の分析結果等を踏まえ、各事
業・技術の導入ポテンシャルや事業主体のイ
メージ、事業化の手順、課題等を導入手引きと
して取りまとめた。

得られた成果から
なにが課題なのか

営農を本格的に再開する際には、本FSで得られた
ソーラーシェアリングに加え、収益性向上や安定
雇用などの仕組み構築がポイントとなる。長期的
な事業体制構築を住民や行政と関係の深い経験豊
富な企業を巻き込んで構築し、スキームに組み込
むことが重要。バイオマス活用については、町内
意向を踏まえ適切な規模・品質での熱・電気供給
を検討することが必要。木質資源の活用は、県内
他所との連携可能性と町内意向とのすり合わせが
必要。再生可能エネルギーのエコシステム型ネッ
トワーク構築に向けては、町内での需要施設側の
実際のエネルギー消費の把握及びシステム利用意
向を踏まえた詳細検討が必要。

ソーラーシェアリング（営農型発電設備）イメージ

実施した３つの検討項目とその概要

ソーラーシェアリングを活用した営農の

自家消費モデルイメージ


